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国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』へ

お
電
話
く
だ
さ
い
！

年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
、
次
の
電
話
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。

■
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

■
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の

年
金
相
談

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

◎
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、
お
客

様
か
ら
の
電
話
を
全
国
の
年
金
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
等
の
う
ち
、
回
線
の
空
い

て
い
る
と
こ
ろ
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

◎
通
話
料
金
は
一
般
固
定
電
話
の
場
合
、

接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話
料
金

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

児童扶養手当は、父と生計を同じくしていない
次の要件に該当する児童（18歳に達する日以後、
最初の３月31日までの方、又は20歳未満でおおむ
ね中度以上の障害の状態にある方）について、そ
の児童を監護している母、又は母にかわってその
児童を養育している方に対し、児童の健やかな成
長を願い、家庭の生活の安定と自立の促進に寄与
するために支給される制度です。
ただし、児童が、父又は母の死亡によって支給

される公的年金を受給していたり、児童福祉施設
等に入所している場合は、手当の支給はできません。
【支給要件】
◆父母が離婚した児童
◆父が死亡した児童
◆父が重度の障害の状態にある児童
◆父の生死が明らかでない児童
◆父に１年以上遺棄されている児童
◆父が引き続き１年以上拘禁されている児童
◆母が婚姻によらないで懐胎した児童
◆父母ともに不明である児童

【所得制限】
請求者、同居している扶養義務者等の前年（１

月から６月までの間に請求する方については前々
年）の所得が一定額以上ある場合は、その年度の
手当は支給停止となります。

特別児童扶養手当は、児童の健やかな成長を願
い、20歳未満で身体や精神に中程度以上の障害の
ある児童を監護している父、もしくは母、又は父
母にかわってその児童を養育している方に対して
支給される制度です。
【支給要件】
《受給者》
◆父又は母　○日本国内に住所を有する

○障害児を監護
◆養育者（父母以外）

○障害児と同居、監護、生計維持
《障害児》
○日本国内に住所を有する
○障害を支給事由とする年金を受給していない
（全部支給停止は可）

○特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行
令、別表第３に定める障害の状態にある

○児童福祉施設等に入所措置されていない
【所得制限】
請求者、同居している配偶者及び扶養義務者

（請求者が養育者のときは、生計を維持する扶養
義務者）の前年（１月から６月までの間に請求す
る方については前々年）の所得が一定額以上ある
場合は、その年度の手当は支給停止となります。

児童扶養手当制度

【問合せ先】
詳しくは、上島町各総合支所住民課・住民福祉

課へお問合せください。

特別児童扶養手当制度

現在、児童扶養手当及び特別児童扶養手当を受
給されている方は、毎年８月に「現況届」「所得
状況届」を提出することになっています。
これは、引き続き手当を受ける要件があるかど

うかを確認する大切な届出です。関係書類は、８月
初めに送付しますので、提出をお願いいたします。

現況届の提出をお忘れなく！
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